
大
正
同
年
↑
ハ
月
こ
す
一
回
第
三
扇
町
m
m
h
'
認
可
(
毎
月
一
回
一
回
趨
行
、

蝿

糟

省

寝

前

三

十

八

魯

第

一

曲

山
本
博
士

還
暦
蹴
賀

記
命
論
文
一
fAA

京
都
一
帝
岡
大
島
中
経
済
皐
曾



昭
和
九
年
一
月
一
日
議
行

系否と

済

言命

叢

第
三
十
入
港
第
一
披

(
通
巻
第
二
百
二
十
三
時
抗
。
禁
持
戟
)



奉i

3
E
 

山

本

美

越

乃

先

生

執

筆

者

一

同



〉
肉
声

el 

弐

向
書
の
虞
夏
蓄
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
偲

酒
の
専
買
に
就
き
て

?
l
ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理

資我農楠
本園業 !'f:
蓄エ生の
積業淳一 I1士
卒けにけに1/-
のる於る於史
差ノj、水 1:1旬
異企キ;誌
と業的主主
聞の分
定残化
資存
本・ナに垂
る翻直
・ 白守
研分
究化

中
央
銀
行
先
換
準
備
検
討

貨
常
需
要
と
貨
抽
出
の
流
通
速
度

植
民
地
時
代
米
園
の
土
地
保
有
制
度

米
園
の
封
玖
馬
投
資
'
と
そ
の
影
響

法
号
博
士

法
撃
博
士

文
磨
博
士

虻
別
手
専
士

経
済
墜
士

経
済
事
士

経
済
畢
士

経
済
墜
士

極
端
同
墜
士

経
済
事
士

経
湾
皐
士

岡

島

市中

戸

崎
咽
ム
口

i

I
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• 

免
税
胤
以
下
の
小
額
所
得
者

紅
笹
山
壌
の
基
礎
慨
念
た
る
安
本
、
企
業
及
経
管

山
旧
作
利
引
離
に
就
て

漁
村
更
生
策
に
於
け
る
間
出

人
口
組
密
の
原
閃
翻

徳
川
時
代
に
や
け
る
値
民
的
思
想

~
l
dフ
ル
市
民
枇
品
目
論
E

ど
粧
品
川
単

恐
慌
と
蓄
積
と
純
日
比

北
海
道
腕
漁
業
に
硯
存
の
漁
場
賃
貸
仇
剛
係

我
闘
に
於
け
る
楠
民
政
策
事
の
禁
法

ク
レ
ル
ゥ
キ

7

に
就
い
て

山
本
美
越
乃
博
士
年
譜
及
著
書
論
文
目
録

経
済
摩
博
士

阿
世
消
康
博
士

zl年
込
一
車
工

釦
U

狗
ωvupr，
持

H
4」

陵

情

感

土

法

眼

博

士

経
演
出
争
博
士

経
済
問
中
博
士

経
時
川
胤
干
博
士

北
山
湾
問
伊
士

町
何
時
川
町
内
ナ
士

農

事

押
川
崎
川
阻
午
士

Jタ
見

且日

小

島

日

太

郎

mo 

作

日l

i感

}II 

財

到

Et 山
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U
U

本

庄

栄
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山
本
美
越
乃
博
士
年
譜

ミ

オ

ノ

博
士
名
は
美
越
乃
、
志
陽
と
読
し
、
又
一
に
士
山
洋
に
作

る。父
君
は
奮
鳥
羽
川
藩
山
本
昇
平
氏
、
母
君
は
井
坂
氏
、
博

士
は
共
三
男
氏
し
て
、
父
君
日
来
遠
く
富
岳
を
望
む
三

保
田
町
の
勝
景
を
愛
し
、
博
士
の
名
亦
是
に
悶
む
。
士
山
陽

サ
シ
ユ
イ
サ
4
ド

の
雅
披
葦
我
日
本
の
帰
来
は
海
上
に
在
り
、
然
も
-
開
慨

に
向
ふ
可
ぐ
獅
識
の
轍
密
閉
h
u
可
ら
工
?
と
の
意
に
し
て
干

司
f

、‘

粂
て
博
士
の
生
園
志
摩
の
洋
に
義
音
相
通
十
。
令
室
は

米
村
氏
。
長
女
美
枝
子
蟻
柏
町
一
韓
帥
制
融
晶

長
男
龍
雄
君

大
正
五
年
十
二
月
生

甲
南
高
曙
畢
桂
在
畢

次
男
正
雄
君
臨
匙
一
肌
削
馳
畢

次
女
道
子
嬢

大
正
九
年
=
一
月
生
同

車
産
高
等
女
接
続
程
畢

二
男
裕
雄
君
恥
一
詳
程
一
↑
山
町
内
一
暴

女
多

息
子
嬢
竪
駐
銃
一
程
畢

の
三
男
三
女
あ
り
。

明
治

七

年

一
月
一
一
十
二
日
志
摩
園
志
摩
郡
鳥
羽
判
町
に
於
て
生
誕
。

(
皇
紀
二
五
=
一
四
年
、
西
暦
一
八
七
四
年
)

明
治
二
十
一
年

十
五
歳

山
本
美
越
万
博
士
年
譜

四
月
鳥
羽
四
商
船
曲
学
校
入
壊
。
曲
学
力
優
等
の
件
を
以
て
特

に
卒
業
期
を
短
縮
せ
ら
れ
、
翌
二
十
二
年
十
二
月
全
科

卒
業
匂

明
治
二
十
五
年

十
九
歳

向
聞
学
の
念
止
み
難
く
京
都
に
赴
き
、
九
月
間
志
位
入
壊
。

晴
朗
備
事
校
普
通
皐
校
を
経
て
、
三
十
一
年
六
月
高
等
普

通
摩
校
卒
業
。

明
河
白
日
-
-
一

L
1
4
4
r
r

E
t
二
こ
」
主

---a
、企uh

-
-
4
0
4
ノ
U

』且

四
月
間
志
枇
紋
同
日
投
綿
察
長
に
任
ぜ
ら
る
。

九
月
京
都
帝
国
大
事
法
科
大
事
開
設
せ
ら
る
h

や
、
直

に
同
志
祉
を
瀞
し
是
に
入
率
、
傍
ら
犬
棒
歩
兵
第
九
聯

隊
将
校
園
教
官
等
を
矯
し
自
ら
挙
資
を
獲
つ
L
、
一
二
十

六
年
議
議
会
科
を
終
了
す
。
首
時
の
同
窓
に
佐
々
木
惣

一
、
烏
賀
陽
然
良
、
佐
藤
丑
次
郎
、
水
津
摘
士
口
、
大
道

良
太
の
諸
氏
あ
り
。

三
十
歳

九
月
任
市
立
大
阪
高
等
商
業
皐
校
教
論
。
在
住
中
職
務

明
治
=
一
十
六
年

¥ 

格
別
勉
励
に
付
賞
金
を
受
く
。

四
五
七



山
本
美
越
乃
博
士
年
譜

明
治
三
十
八
年

三
十
二
歳

一
一
一
月
大
阪
高
商
党
解
す
。

同
月
任
山
口
高
等
商
業
率
校
助
教
授
。
経
済
事
研
究
の

鴻
満
二
箇
年
間
米
、
英
、
相
側
国
へ
官
事
を
命
ぜ
ら
れ
、

同
月
二
十
三
日
成
績
解
続
の
?
シ
チ
ユ
リ
ア
放
に
て
サ

シ
フ
ラ
ン
シ
丸
コ
に
向
け
出
窓
口

六
月
コ
ロ
ン
ピ
ヤ
大
事
夏
期
事
部
入
接
、
主
と
し
て
ク

-
7
l
夕
、
ギ
J
7
4
ン
グ
ス
雨
教
授
に
就
き
経
済
畢
及
祉

九.曾
月接
持を
じ攻
てむ
ク。
ヰ

ス

コ

》〆

ニ/

大
率三
大工
率7
院主
に?
入ル

り

主
と
し
て
イ
リ

l
、
ア
ダ
ム
ス
岡
教
授
に
就
き
経
済
事

及
財
政
事
を
専
攻
す
。

明
治
三
十
九
年

三
十
三
歳

六
月
同
大
皐
よ
り
マ
ス
タ
ー
・
オ
プ
・
ァ

1
?
の
墜
位
を

受
〈
。

九
月
英
国
に
渡
り
倫
敦
大
島
一
経
済
政
治
事
校
入
単
一
¥
シ

ド
ニ
ー
-
ク
エ
ツ
プ
に
就
き
批
舎
政
策
並
に
第
働
政
策

を
、
ブ
オ
ツ
タ
ス
ク
エ
ル
に
就
き
貨
常
及
銀
行
論
を
研

凶
五
八

究
す
。

明
治
四
十
年

三
十
四
歳

一
月
濁
渇
に
赴
き
ハ
ル
レ
及
伯
林
大
壌
に
於
て
コ
ン
ラ

ー
ド
、
シ
ユ
モ
ル
ラ

l
、
ワ
ダ
ナ

l
諸
教
授
に
就
き
経

術
開
牢
を
研
究
す
。

七
月
濁
逸
を
静
し
八
月
二
十
一
日
臨
朝
。

九
月
任
山
口
高
等
商
業
車
校
数
段
絞
高
等
官
六
等
巴
経

済
原
論
、
経
済
政
策
並
に
財
政
皐
を
講
歩
。

十
一
月
絞
正
七
位
。

明
治
四
十
二
年

二
十
六
歳

三
月
職
務
勉
励
に
付
賞
金
を
下
賜
さ
る
。

五
月
文
部
省
及
内
閣
の
命
に
依
り
韓
図
並
に
清
図
を
腕

察
す
。

十
月
隠
絞
高
等
官
五
等
。

明
治
四
十
三
年

三
十
七
歳

一
月
浦
韓
に
於
け
る
経
済
事
情
調
査
を
蝿
託
せ
ら
れ
、

再
び
清
韓
を
腕
察
す
。

二
月
絞
従
六
位
。



二
月
職
務
勉
臓
に
付
賞
金
を
下
賜
さ
る
。

明
治
四
十
四
年

三
十
八
歳

三
月
職
務
勉
肋
に
付
賃
金
を
下
賜
さ
る
。

七
月
山
口
高
等
商
菜
皐
校
へ
参
考
書
寄
附
に
付
一
一
一
貫
廓

知
事
よ
り
木
杯
を
受
〈
。

十
一
月
睦
緩
高
等
官
四
等

同
月
爾
後
前
後
三
回
山
口
際
立
山
口
閣
書
館
へ
闘
害
容

附
に
付
共
都
度
山
口
腕
知
事
よ
り
木
杯
を
受
〈
。

明
治
問
ト
五
年

二
十
九
裁

一
月
絞
正
六
位
。

二
月
任
京
都
帝
園
大
事
法
科
大
曲
学
助
教
授
。
植
民
政
策

(
爾
来
今
日
に
治
ぶ
)
並
に
掛
労
働
政
策
(
大
正
三
年
迄
)
を

講
歩
。
一
二
月
山
口
高
等
商
業
皐
校
在
職
中
職
務
勉
働
に

付
賞
金
を
下
賜
さ
る
。

四
月
同
志
枇
大
息
講
師
を
喝
託
せ
ら
る
。
(
爾
来
今
日
に

治
ぷ
)

大
正

フE

年

同

'

歳

九
月
京
都
法
政
大
息
(
後
に
立
命
館
大
島
一
・
)
講
師
を
喝
託

山
本
美
越
乃
博
士
年
譜

せ
ら
る
υ
(
爾
来
今
日
に
治
ぷ
)

十
二
月
京
都
帝
園
大
事
理
工
科
大
串
(
後
に
工
事
部
)
の

工
業
経
済
率
授
業
を
携
首
す
。
(
爾
来
今
日
に
治
ぷ
)

大
正

四
十
議

五
月
京
都
帝
国
大
事
へ
聞
書
寄
附

κ付
京
都
府
知
事
上

年

-
り
木
杯
を
受
く
。

七
月
間
張
被
仰
付
、
一
二
度
渡
文
、
約
一
箇
月
に
瓦
り
各

地
を
脱
出
叫
ん
す
。

大
正

年

四

十

二

歳

四
月
南
洋
新
占
領
地
に
問
張
被
仰
付
、
約
二
笛
月
に
亙

可

a唱崎
町
υド

り

7
1
シ
ヤ
ル
、
ヵ
ロ
リ
ン
、
?
リ
ア
ナ
諸
群
島
を
親

察
す
。

大
正

五

年

四
十
三
歳

経
済
墜
第
六
講
座
槍
任
を
命
ぜ
ら
る
。

大
正

--L. 
ノ、

年

四
十
四
歳

一
一
一
月
絞
従
五
位
。

大
正

七

年

四
十
五
歳

四
月
任
京
都
帝
国
大
拳
法
科
大
島
一
薮
授
。

四
五
九



山
本
美
越
乃
博
士
年
譜

同
月
陸
絞
高
等
官
三
等
。

同
月
綾
動
六
等
授
瑞
賓
章
。

六
月
同
志
枇
理
事
陀
首
選
就
任
す
。
(
大
正
八
年
五
月
辞

任
迄
)

同
月
出
張
被
仰
付
、
四
皮
渡
支
、
約
三
筒
月
K
亙
り
具

κ各
地
を
観
察
す
。

十
二
月
教
務
特
別
勉
闘
に
付
賞
金
を
受
く
。

大
正

八

四
十
六
歳

年

四
月
皐
制
改
革
に
由
り
法
皐
部
勤
務
と
た
る
。

同
ご
十
三
日
法
事
博
士
の
曲
学
位
を
受
く
。

五
月
法
事
部
よ
り
濁
立
し
て
経
済
事
部
の
開
設
せ
ら
る

る
や
経
済
皐
部
勤
務
と
左
り
、
引
績
き
経
済
事
第
六
講

座
を
繕
首
、
新
に
工
業
経
済
事
を
譲
歩
。
(
爾
来
今
日
に

日
明
恒
ぷ
)

八
月
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
五
度
支
那
に
遊
ぶ
。

大
正

九

四
十
七
歳

年

四
月
京
都
帝
園
大
串
附
属
闘
書
館
商
議
舎
委
員
並
に
経

済
皐
部
公
用
聞
書
取
扱
主
任
を
命
ぜ
ら
る
。

四
ヲt
O 

同
月
大
谷
大
事
講
師
を
曙
託
ぜ
あ
る
。

五
月
大
阪
市
立
高
等
商
業
事
校
(
後
に
大
阪
商
科
大
事
}

講
師
を
喝
託
せ
ら
る
。
(
昭
和
四
年
迄
)

同
月
陸
絞
高
等
官
二
等
。

六
月
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
南
北
棒
木
及
露
領
沿
海
洲
を

腕
察
す
。

同
月
山
口
高
等
商
業
態
校
静
岡
を
甥
託
せ
ら
る
。

同
月
絞
正
五
位
。

八
月
絞
勲
五
等
授
瑞
賓
章
。

犬
正

十

年

四
十
八
歳

二
月
叙
勲
四
等
授
瑞
賓
章
。

三
月
数
務
特
別
勉
働
に
付
賞
金
を
受
〈
。

四
月
再
び
同
志
枇
理
事
に
賞
選
就
仔
す
。

十
二
月
職
務
特
別
勉
蹴
に
付
賞
金
を
受
〈
。

大
正
す
こ
年

五
十
歳

四
月
大
阪
高
等
製
校
経
済
科
講
師
を
蝿
託
せ
ら
る
。

六
丹
京
都
帝
園
大
事
評
議
員
を
命
ぜ
ら
る
。

五
十
一
歳

大
正
十
三
年



五
月
補
京
都
帝
国
大
串
経
済
事
部
長
。
(
爾
後
一
ナ
年
)

陸
絞
高
等
官
一
等
。

七
月
絞
従
四
位
。

八
月
絞
動
三
等
授
瑞
賓
挙
。

十
月
勤
倹
奨
励
京
都
府
地
方
委
員
曾
委
員
を
喝
託
せ
ら

る

大
iE 
十
1m 
~~p. 

五
十
三
歳

五
月
京
都
帝
岡
大
事
農
事
部
植
民
政
策
授
業
を
指
首
す
。

(
爾
飛
ん
l

日
比
地
ぷ
)

昭
手日

五
十
四
歳

三
月
京
都
帝
園
犬
些
評
議
員
を
命
せ
ら
る
。
(
昭
和
四
年

十
月
迄
) 年

七
月
人
口
食
糧
問
題
調
査
舎
委
員
被
仰
付
。

九
月
紳
戸
高
等
商
業
皐
校
(
後
に
榊
戸
商
業
大
皐
)
講
師

を
喝
託
せ
ら
る
。
(
昭
和
七
年
迄
)

昭
和

五
十
五
歳

五
月
高
等
試
験
臨
時
委
員
被
仰
付
。
(
爾
来
毎
年
問
委
員

年

た
り
)山

本
美
越
乃
博
ま
年
譜

昭
平日

年

五
十
六
歳

四
八
月
絞
正
四
位
。

}沼
和
日九
紳月
戸欧
解米
績各
の園
大に
洋出
丸張
にを
で命
米ぜ
図ら
にれ
向
け十
出二
委月

十

四

五
十
七
歳

米
、
伯
、
亜
、
葡
、
問
、
働
、
英
、
蘭
、
白
、

T
、
開
勾

伊
、
瑞
図
、
露
、
共
他
の
諸
圏
b
L
巡
遊
腕
察
し
、
、
四
月

五

年

二
十
九
日
時
制
。

外
出
活
後
病
没
得
.
附
凍
約
半
山
政
鱗
銃
一
を
休
み
劃
附
設
す
コ

八
月
綾
動
二
等
授
瑞
賓
章
。

昭
和

五
十
九
歳

九
月
再
ぴ
京
都
帝
国
大
串
経
済
事
部
長
に
補
せ
ら
る
。

七

年

(
爾
来
今
日
に
治
ぷ
)

昭
和

六
十
歳

八

年

六
月
小
西
綿
長
辞
峨
ず
る
や
松
井
綿
長
就
任
の
時
起
綿

長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
る
。r一、

高

木

員

助

編
LJ 

四
六



山
本
美
越
乃
博
士
著
書
論
文
目
録

山
本
美
越
乃
博
士
著
書
論
文
目
録

著'

書

努

問

〉
ロ
胆
岡
弘
円

c
r
E
P
]
方
口
々
信
望
。
問
自
己
主
f
H

担
問
話
回
ニ
右
目
由
。
巧

2
5

E重

働

J.I< 

産

経

支
那
陀
於
け
る
調
泡
の
経
替 辞i

(
経
済
金
書
第
二
港
第
大
綱
)

植

策

研

我
園
民
ノ
海
外
褒
展
ト
南
一
洋
新
占
領
地

究

民

政

同

上

同

上:

同

上

植

民

地

問

題

私

見

論

文

北
米
合
衆
闘
に
於
け
る
購
買
組
合

(
法
律
撃
師
明
暗
間
態
府
究
叢
害
第
二
十
一
冊
)

(
暗
唱
訂
第
六
版
)

(
改
訂
第
七
版
)

(
補
正
第
十
版
第
一
分
冊
)

掲

載

書

誌

京
都
法
皐
曾
雑
誌

京

都

法

畢

舎

雑

誌

日
本
婦
護
士
協
舎
銀
事

国
民
経
済
雑
誌

ボ
イ
コ
ッ
ト
に
就
て

持
働
問
題
の
観
勲
よ
り
せ
る
邦
人
排
斥
問
題

震

行

府

巌 白

銀

日

新

堂
堂

賓

ヌ松

官官

巌

松

京

都

法

接

合
~; 

弘iJI. ;;1.. む‘目、

文

..... 
占=-

文

堂

文文

堂堂

丈

堂

晶

管

麗

第

二

容

第

一

O
務

第
五
巻
第
一
-
Z
7
五-
R

・λ輔
副

第

三

巻

第

五

披

第
一
ニ
巻
第
一
一
九
競

第

五

巻

第

一

披

四
六

'fIJ 

行

年

明
治
四
十
一
年

71; 
]E 

年

大
耳;

年

大
E

年、

大
豆

ム
j、
年

大
E 

九

年

大

五

十

一

年

大

豆

十

四

年

昭
和

1¥ 

年

大
E

十

年

刊

行

年

明

治

四

十

年

明
治
四
十
一
年

明
治
四
十
一
年

明
治
四
十
一
年



ヱ
業
努
働
者
町
不
慮
の
災
厄
に
封
ず
る
救
済
に
就
て

惜
労
働
組
合
論

ロ
パ

l
ト
・
才

l
ワ
エ
ン
の
生
涯
に
就
て

満
洲
に
於
け
る
我
殖
民
問
題

人
口
問
題
泌
見

工
場
法
制
定
の
精
紳
を
論
じ
て
我
法
律
に
及
ぶ

米
閣
に
於
け
る
大
接
購
買
組
合

九
ル
7

ン
の
賃
銀
総
に
闘
す
る
研
究

農
家
mw
刷
業
と
市
抑
制
問
樹

工
揚
法
と
枇
曾
政
策
に
就
て

再
び
枇
曾
政
策
と
工
場
法
に
就
て

同

閤

龍

業

論

移
民
奨
耐
の
根
本
思
想
に
闘
す
る
疑
義

チ
ユ

l
ネ
ン
の
賃
銀
設
に
闘
す
る
研
究

水
産
経
済
研
究
白
必
要
を
論
じ
て
其
基
礎
的
要
件
に
及
ぶ

ト
ロ
ー
ル
漁
業
に
就
て

水
産
経
済
上
養
殖
及
び
蕃
婿
保
護
の
必
要
を
論
ず

我
ト
ロ
ー
ル
漁
業
の
将
来
に
就
て

山
本
美
越
乃
博
士
著
書
論
文
目
録

京
都
法
皐
舎
雑
誌

京
都
法
事
曾
雑
誌

京
都
法
皐
曾
雑
誌

岡
氏
経
済
雑
誌

国
民
経
済
雑
誌

京
都
法
翠
曾
雑
誌

京
都
法
鳳
一
合
雑
誌

京
都
法
雄
一
脅
蹴
刊
誌

日
本
経
樹
新
誌

東
京
経
済
雑
誌

東
京
経
済
雑
誌

京
都
法
嬰
曾
雑
誌

日
本
経
済
新
誌

京
都
法
皐
曾
雑
誌

京
都
法
事
曾
雑
誌

京
都
法
皐
舎
雑
誌

京
都
法
皐
曾
雑
誌

京
都
法
事
舎
雑
誌
一

第
四
巻
第
一
・
z
・R
・
三
披

第
五
巻
第
四
・
六
時
帥

第

五

巻

第

三

披

第

五

巻

第

七

巻

第

九

巻

第

六

巻

第

八

貌

第

六

競

第

四

被

第

告し、、

hHa

ん

r
p
-
-
ノ

#ι

第
六
指
第
六
・
七
時
孤

第
一

O
巻

第
六
三
巻

第
六
三
巻

第

七

巻

第

二

巻

第

七

巻

第

七

巻

第

八

巻

第

八

巻

第

八

巻

ts 

税

第
五
時
叫

第
一
五
会
務

第
一
五
毛
抜

第
一
売
七
披

第

六

蹴

第

六

競

第

八

読

第

盟主

tf~ 

務

第

五

披

第
一

O
競 2魔

明
治
四
十
二
年

明
治
四
十
三
年

明
治
四
十
二
年

明
治
四
十
三
年

明
治
四
十
二
年

明
治
四
十
一
二
年

明
治
凶
十
四
年

j
t
i
-
-三

時
詫
匹
寸
目

4

明
治
四
十
四
年

明
治
四
十
四
年

明
治
四
十
四
年

明
治
問
十
四
年

明
治
四
十
五
年

明
治
四
十
五
年

大
正

丸二

年

大
正

7c 

年

大
正

年

大
正

年

大
正

年

四

"、



山
本
美
越
乃
博
士
著
書
論
文
目
銭

我
が
最
近
の
農
業
事
情

英
獅
爾
圃
の
園
際
通
商
上
に
於
け
る
優
劣
問
題

近
世
各
国
の
植
民
的
活
動
の
原
凶
を
論
守

支
那
に
於
け
る
猪
遜
の
経
替

東
部
昆
弗
利
加
に
於
け
る
英
樹
新
分
割
高
崎
定
地

英
闘
に
於
け
る
枇
労
働
年
議
の
近
畑
山

農
業
及
農
民
の
性
質
に
就
て

我
闘
の
小
作
慣
行
に
就
て

農
業
上
の
勢
働
問
題

植
民
地
統
治
の
二
大
主
義
に
就
て

悌
園
植
民
地
の
現
勢

南
洋
新
占
領
地
研
究
の
ご
〉

ヤ
ツ
プ
島
研
究

濁
逸
の
植
民
的
運
動
の
回
想

米
債
の
費
動
と
農
村
問
題

南
帯
庁
新
占
領
地
研
究
白
(
二
)

7
1
u
y

ヤ
ル
群
島
研
究

米
債
の
調
節
と
農
民
の
金
融
問
題

「
経
済
政
策
」
の
意
義
に
就
て
松
崎
寄
氏
に
答
ふ

「
経
済
政
策
」
に
闘
し
て
再
び
松
崎
蕎
氏
に
答
ふ

京
都
法
皐
曾
雑
誌

京
都
法
事
曾
雑
誌

国
民
経
済
雑
誌

京
都
法
事
舎
雑
誌

京
都
法
曲
学
曾
雑
誌

京
都
法
皐
曾
雑
誌

京
都
法
皐
曾
雑
誌

京
都
法
勝
一
4

曾
雑
誌

京
都
法
忠
一
合
雑
誌

列ー

時

交

報

経

済

叢

論

経一

罪ヰ

論

叢

経

済

自命

叢

f31 

済

5命

叢

経

i奔

叢

E命

京
都
法
事
曾
雑
誌

三
回
事
曾
雑
誌

三
回
皐
曾
雑
誌

第

八

巻

第

入

巻

第
一
五
巻

第
一

O
競

第
一
一
一
旗

第

六

競

第

九

巻

第
九
巻
第
了
二
時
現

第

琉

第

九

巻

第

九

器

:bj'~; 

:h 

f忌

第
大
島
せ

止
問

A
L
号
H
地

atvF

吋
サ
4

山

q
d

庁
刊
」
、
、
普
ル

i
a
E
Y

」
ノ

m現

?

4

4

4

、

停

也

A
到
」
ノ

E
勧

第

八

銃

第
二

O
巻
第
二
三
二
時
抗

巻

第

第第第第第

一
巻

第
一

O
巻

第

九

巻

第

九

巻
巻

第

三

競

* ‘~ 

第
四
時
耽

宅き

第
五
時
抗

第

六

競

第
四
時
現

第

五

競

第

九

鏡

四
犬
四大

王
大
疋

大
疋
大
五

大
iE 

jζ jc 

E 
4
h
、信↓J
司
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大
豆

大
五

続

大
厄
大
王

大
lE 

大
lE 
大
E
大
E
大
豆

l大
，JE 

年年年年年宇ね=
日 4今三年年

四

年

四

年

四

年

四

年

四

年

四

年

四

年

四

年



南
一
点
新
占
領
地
の
統
治
策

， 

鯵
州
論
聞
に
於
け
る
濁
逸
の
経
替

民
族
的
自
覚
と
植
民
地
土
民
の
教
育

職
工
扶
助
令
に
就
て

敵
洲
各
闘
に
於
け
る
生
活
費
の
嵩
加
に
封
ナ
る
防
止
策

調
品
閣
に
於
け
る
エ
揚
衛
生
問
題
の
研
究

米
国
に
於
け
る
各
閣
移
民
の
消
長

最
低
賃
金
の
制
度
に
就
き
て

日
且
h
H
A
P
7
A始
、
ふ

J
E
F
B
刊
判
質
問
〉
台
日
一
己
i
w
h
J
5
1
4湖

南
吋
古
い

B
t
~
2
4
4菌
防
問
品
川
ド

t
'自
主
り
盟

移
民
政
策
よ
り
観
た
る
邦
人
同
化
問
題

コロ-一
l
の
意
義
に
就
き
て

厩
洲
に
於
け
る
工
場
監
督
機
闘
に
就
て

南
一
洋
の
土
民
聞
に
於
け
る
慣
習
法

農
村
維
持
の
必
要
と
共
救
済
問
題

東
洋
及
南
洋
に
於
け
る
経
済
的
利
櫨
の
確
立

移
民
政
策
上
に
於
け
る
根
本
問
題

南
洋
新
占
領
地
事
情

ヱ
揚
法
に
基
く
職
工
扶
助
問
題

山
本
美
越
乃
博
士
著
書
論
文
目
録

外

交

時

報

京
都
経
済
曾
講
演
集

経経海経経経最淫治宝経経経

済消圃済情済佐宅干A坪済首聾済

論

叢

論公論論

叢論議叢

三Fさー
ロ肝刊

叢 叢

言命
三J注
目岡

叢議

言翁言iH

議叢

京
都
法
忠
一
合
雑
誌

E命

帝

国

農

舎

報
腸

太商
業
及
経
済
研
究

京
都
経
済
合
講
演
集

努

働

及

産

業

第
一
一
二
巻
第
二
六

O
競

第

二

巻

芸高第第第
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第
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巻
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時
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第
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大
正
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正
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正
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正
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正
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正
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正
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正
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ト
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正
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山
本
美
越
乃
博
士
著
書
論
文
目
録

植
民
園
と
し
て
の
丁
抹
の
末
路

植
民
地
の
分
類
に
就
き
て

臨
臥
米
に
於
げ
る
持
働
組
合
の
近
況

調
領
植
民
地
の
底
分
問
題

偽
領
亜
殉
利
加
植
民
地
織
道
の
現
在
及
将
来

所
鵡
三
毛
色
世
話
巧
EJJ一
三
(
勢
働
者
階
級
の
幸
一
服
宥
港
問
題
)

に
就
き
亡

厭
洲
戦
飢
の
南
米
に
及
ぼ
せ
る
影
響

相
州
議
の
杭
対
的
都
抗
日
桝
の
鵡
杭

各
園
に
於
け
る
物
債
総
貴
の
趨
勢

海
外
褒
展
の
二
意
義

悌
園
の
戦
時
食
料
政
策

我
園
民
の
海
外
褒
展
に
闘
す
る
史
的
概
観

経経経経経程F-語~~経!経経革主タト

済済済済済根号お与事専済済済

言命

叢

論

叢

言命

叢

3命

叢

言命

叢

辺、
l'軒目言品

員室

ヨ丹

旨同

叢叢

2命言命

議

圭，，，"

耐珊

書室

我
園
民
の
海
外
褒
展
問
題

時

大
阪
市
商
工
時
報 報

熱
帯
の
債
値
と
之
が
利
用
の
必
要

産
業
不
安
の
原
因
ム
」
共
救
治
策

質
質
上
よ
り
観
察
せ
る
植
民
地
の
分
類

帝
闘
統
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植
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